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農学研究所を全国共同利用の本研究センター
に改組するに当たって,私どもが模索し,描き
上げた共同研究活動の構想について,若干のべ
させていただきます｡
今回の改組の具体的作業は,主として1986年
9月から1987年3月という比較的短期間になさ
れました｡共同利用については,その初期から
情報処理･交換の活動を念頭においておりまし
たが,その具体化は, 1987年2月に新研究セン
ター名を遺伝生態研究センターとする方向が固
まった後,急速に進展いたしました｡その骨子
は凡そ次のようなものでありました｡
1.遺伝生態分野と共同研究活動
今日の生物研究は,急速に発展している遺伝
子分子の研究によって大きく変わりつつありま
す｡ところで,研究されている個々の遺伝子と
生態系における生物たちの生活との問には,広
大な未知の領域が広がっております｡またこの
未知の領域の周辺には,従来の生態学や育種学,
作物学などの莫大な研究蓄積のある諸分野があ
る一方,生理学,生化学さらには分子生物学と
いった解析的傾向の強い諸分野も隣接しており
遺伝生態研究センター
服　部　　　勉
ます｡さらには環境関係の諸分野や情報科学も
次第に密接さを増しております｡
ところで,生物研究の将来を展望します時,
上記未知領域の開拓は,きわめて重要な意味を
もっているものと考えられます｡新研究センター
は全国の研究者と協力してこの領域の開拓に貢
献することを目指すことにして,いくつかの共
同研究課題を設定することにしました｡こうし
た研究課題は,新研究センターの母体となる農
学研究所の研究者が長年蓄積してきた研究業績
を生かすとともに,飛躍的な発展をも可能にす
るよう工夫されることが大切だと考えました｡
以上の考えにしたがって, 7つの共同研究課
題(後に5つのグループにまとめ直しました)
案をつくり,全国各地の研究者の方々に果して
関心をもっていただけるかどうかを,書面をもっ
てお尋ねいたしました｡その結果,約-ケ月と
いう短期間に, 250名をこえる方々から強い関
心と暖かい支持のご返答をいただき,大変励ま
されました(資料参照) ｡
2.ワーク･ショップを中心に
さて次に,設定した共同研究課題についてど
(1)
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のような情報処理,交換を行っていくのかが問
題になります｡そこで生まれたのがワーク･ショ
ップ構想であります｡すなわち,特定の共同研
究課題と関連あるトピックをテーマとして,数
人の研究者が集まり,研究情報の分析を行った
り,意見の交換をしたりし,その成果を印刷物
として各地の研究者が利用できるようにしてい
くという活動です｡
近年色々な学術出版物が発行されており,釈
究会やシンポジウムなども頻繁に開かれている
ことを考えますと,新研究センターのワーク･
ショップでは,余程ユニークか,相当タイミン
グのよい企画が必要で,成果の刊行物も多くの
研究者にとって魅力と価値のある内容になるよ
う努力する必要がありましょう｡このような試
練をえた成果のいくつかは,さらに広範に流布
できる出版物にまで磨き上げられることが期待
されます｡
想定されるワークショップにはいくつかのタ
イプがありました｡たとえば,
(1)学際型:トピックによっては,関連分野が
非常に違っていて,日常的な接触が殆ど行わ
れていない場合がある｡こうした関連分野の
対話を試みる｡
(2)情報分析塾:多量の研究があるにも拘わら
ず,低迷しており,発展のいと口を見出す分
研究センター本館に隣接する,環境制御
実験亀温室,ガラス亀　およびアミ室｡
3月にはアミ室内にPlレベル温室が新
たに設置された｡
(2)
折が求められている場合もあろう｡
(3)モデル志向型:研究の飛躍をねらい,モデ
ルの創出を色々と試みる｡
(4)新技術,新理論紹介型:新技術,新理論の
中には,その重要性にも係わらず,国内の研
究者に直ちに注目され,とりあげられないこ
とがある｡このような場合,すばやく普及に
貢献する｡
(5)問題提起型:これまで余り考えられなかっ
た新しい発想法による問題提起を試みる｡
3.ワーク･ショップの実施手順
各ワーク･ショップは,コンビ-ナ1名,レ　､ノ
ポーター兼討論者若干名からなります｡
コンビ-ナは,ワークショップ開催の1ケ月
前までに,問題提起,討論の方向,各レポーター
の役割などについて,関係者に伝えます｡会期
中は会議の進行に責任をもち,会議後は,成果
の報告書作製作業の中核となります｡
レポーターは,分担した課題のレポートを用
意し,そのレジュメを会議前日までにコンビ-
ナに提出します｡会議後は,分担課題について
の報告書を分担執筆することになります｡
会議は,当分各トピック年1回, 2泊3日か
3泊4日程度となりましょう｡又,報告書は原
則として,各ワーク･ショップ毎に, 3月中に
印刷,出版ということになりましょう｡ -■′
遺伝生瀬研究センター通信　No.2
4.共同実験研究の清美な展開
以上のように,本研究センターは先ずワーク･
ショップを中心として共同研究を重点的に進め
るわけであります｡しかし,実験研究において
ち,共同研究を組織し,着実な発展を実現すべ
く,実験諸施設の整備と充実に努力していく必
要があると感じてまいりました｡又,さし当たっ
<資料1 >　　　　　　　　共同研究課題
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ても,現在の諸施設等を生かして,できる限り
の共同研究を実行することが大切だと考えます｡
以上は,私どもが構想し,行政当局も一応の
理解を示した新研究センターの共同研究活動の
大要であります｡今後は,内外の学識者よりな
る運営協議会が中心になって,こうした共同研
究活動の方向が探求されることになります｡
(莱)
1.辻伝子情報発現に必要な生態的因子の研究
植物や菌類は光,重力,水分等の生態因子に対応した遺伝子情報を蓄積し.生活域を拡大,確保してきた
と考えられる｡こうした生態因子及び生態因子によって発現される遺伝子情報について研究する｡
2 - a.植物の環境適応の遺伝生態的研究
生態系の鼻音に存在する植物の遺伝子的変異を解明し,適応現象に有用な遺伝子資源の開発に資する.
2 - b.地域外環境における植物の適応性の研究
地球外環境で想定される重力場,電磁場,振動環境等の諸因子に対する植物の反応性,適応性を突然変異
種等を用いて研究する｡
3 - a.自然環境下における遺伝子組み換え植物の遺伝子発現の研究
バイオテクノロジーによって創造された植物の自然条件下での遺伝子発現及びその安定性を研究する｡
3 - b.遺伝子組み換え微生物の生態系における行動の研究
バイオテクノロジーによって組み換えられた遺伝子をもつ微生物の植物体上及び土壌中における動態とそ
の生態的因子を解明する｡
4.根圏環境の種特異性の研究
それぞれの植物種の娘を取り巻く環境の物理的,化学的,微生物的特徴を研究する｡
5.湛水ミクロコズムの安定性とこの系における遺伝子情報,エントロピー別の役割
水田を安定なミクロコズムと見徹し,この系における微生物,小動物,植物及び物質の化学変化,コロイ
ド粒子の分散変化等の動態を解明すると同時にこの系の安定性を遺伝子情報,エントロピー別の立場からど
のように把えられるかを探究する｡
<資料2 >　　　　　各課題に稚極的関心を示された研究音数
註) ※研究者が異なる課題に重複しているものがある｡
※課題番号2と3はそれぞれaとbの双方又はいずれかに関心をもたれる方の合計を示している｡
(3)
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P.カロウ,シェフィールド大学動物学教室
片　岡　博　尚(東北大学　遺伝生態研究センター)訳*
訳者まえかき
遺伝生態研究センター発足を控えた昨年の秋.英国生態学会の発行する4つめの雑誌Functional Ec｡1｡_
gyの案内号(pilot issue)を見る機会がありました｡編集方針はこう述べています｡ ｢この案内号を見た皆
さんのまず最初の反応は, rえ-つ,また新しい雑誌がでるの-』と両手を上に挙げることだと思いますo確
かに当学会はすでに, Journal of Ecology. Joumal of Animal Ecology,そしてJournal of Applied
Ecologyという3種のよく知られた格調高い雑誌を発行しています｡でも私たちは機能生態学という表題が
示すような全く新しい挑戦をしようとしているのです｡この雑誌では生態学的内容でありながら生理学的.あ
るいは,進化学的基礎に立った優れた論文を掲載するつもりです｡あまりに限定することは望みませんが,例
えば群集の動態などを扱った論文は上記の主題に貢献しない限り掲載しません｡ ｣私は生理学,どちらかとい
うと細胞生理学か植物生理学の中で育ってきたものですから,新しい研究所が≪遺伝生態学参という内容のよ
くわからないものに変身することはとても不安でしたo農学研究所の研究者が果たしてスムーズに移行できる
のだろうか,何か別の名前に成る可能性は無かったのだろうか,と悩む日々でしたoそんなとき.この案内号
の中のカロウ博士の記事｢機能生態学の定義にむけて｣はこのような悩みを払拭してくれました.く宅フシナシ
ミドロの光屈性≫でも機能生態学としてならば十分に生態学の範掛こ含まれ得る｡同じように悩む仲間に,そ
して,遭伝生態学という名を初めて聞く人にこのような道もあることを知ってもらおうと思ったのがこの記事
を翻訳した動機でした.カロウさんも私たちの研究所の改組と発展を応援したいとして,快く翻訳権を得る手
続きをとって下さいました｡この翻訳は第1巻に基づいています｡ここでもう一度感謝します｡センター内の
先輩,友人たちに原稿をチェックしてもらいました｡まだ,生態学の術語を知らずにまちがった訳をしたとこ
ろがあるかも知れません｡ご指楓　ご批判をお待ちしております｡
序
生物はエネルギーの入力と出力が開いている
ため熱力学的平衡からある距離を持って存在す
る解放系である｡あるものはエネルギーを光の
形で得,またあるものは植物や他の動物から,
更には死んだ生物から有機物の形で得ている｡
これらの過程が, "内部環境" (milieu intbri-
eur)の維持に貢献しており,生物を特定の生
態条件の中での生活に適合させている｡
この導入文の中に,生態学者なら機能(func-
tion)という用語を使うであろう次の3つの観
念が含まれている｡ 1 )原子論の伝統に従って,
性質よりむしろ過程(process)を醸調する｡
2)ェルトンの共同体(community)へのア
プローチに従って,全体の経済の中で各部分の
栄養的相互依存性,およびそれらが果たす"役
割"を強調する｡ 3)ダーウィン流に生物を自
然淘汰によって駆動される進化過程の産物とみ
なす｡これらのいずれも生物を,資源処理系と
んての彼らの環境と相互作用をする動的存在で
あると捉えようとする共通性を持っている｡
それゆえ,この最小の意味においてさえ,す
* Blackwell Scientific Publication Ltd,･ British Ecological Society,
およびDr. P. Calowより翻訳権取得済み(1988年2月)
Essay Review : " Towards a difinition of functional ecology.
Functional Ecology 1 : 57-61 (1987)
P･ Calow, Department of Zoology, Univer･-sity of Sheffieid, Sheffield S10 2TN, U. K.より,
(4)
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でに機能生態学は類似した課題を研究している
生態学者のアイデアや結界,それに技術を統合
するためのふさわしい手段であるといえよう｡
しかし,ここで私はそれ以上にさらに何か,す
なわち,機能生態学を特色ある学問領域として
際だたせる統一的なアプローチがあるのではな
いかと思うのである｡しかしまず第-に, "機
能"の定義とそれが生物学や生態学に投げかけ
る問題についての定式的思考に戻ることにしよ
う｡
′一　機能,意匠,目的論
語源学的には, "機能"という語はそれ自身
全く中立的な"物事を成就する作用" (OED)
をさすが,その意味するところは"作用一般"
を指すものから, "物,または過程がその目的
を満たすように働く様式"を指すまでに亙って
いる｡ "機能"が生物学の領域に踏み込んでく
る(Woodfield, 1976)のはまさにこの後者の
意味においてである｡なぜなら,それが次に意
匠(design) (誰の目的で?)や目的論的思
考(意味や目的で性急に作用を説明しようとす
る)とのつながりに悩まされることになるから
である｡ "目的"はある形質(trait)を具有
する生物の生存と繁殖に対するひとっの貢献で
′ー　あると解釈されるから,ダーウィニズムは確か
に助けになる｡そして過程は,その形質が過去
において成功を収めてきたし,もし過去の環境
条件が繰り返すならば,将来においてもまた好
都合であるだろうという意味においてのみ目的
論的である｡ "機能"はそれゆえ, "適応"と
いう広く使われている術語とほとんど同義語に
なるのである｡
しかしまだいくつか問題がある｡例えば,我々
が一つの形質に起因させようとしている機能が
自然淘汰の結果であり,単なる空想の産物
(Haldaneの言うバングロシアの問題)などで
はないということをどのようにして知ることが
できるのであろうか?また,ある作用からもた
らされる利益が,遺伝子,器官,個体,さらに
は集団といった生物学的単位のどこに起因する
のかを我々はどのようにして知ることができる
のであろうか?これらは生物学で長い間問い続
けられてきた問題であり,裏に潜む哲学的パズ
ルと同じくらい捉えどころのない問いである｡
従って,ここでこの問題について軽はずみなこ
とを言うべきではなかろう｡むしろ,我々の狙
いは単純にそれらの問題が機能生態学にふさわ
しいものであり,それらが差し出す挑戦にいど
むための道を指し示すことにある｡
機能と適合性
機能が判定される上での直接観念がある｡例
えば,光子を変換し,素材をバイオマスに変え
る光合成の効率; ATPを得る際の呼吸過程の
効率;光の捕捉を最大にし,蒸散による水の損
失を最小にするような葉の形の有効性; 02摂
取を最大にする呼吸装置の有効性などである｡
すなわち,部分的な過程と構造は全休の,つま
り有機体系の経済と恒常性(homeostasis)
に貢献する様式の観点から評価される｡
しかし,機能が判定される上でのもっと根本
的な観念も存在する｡生存率(S),増殖率(n),
そして成長速度(t)というダーウィン流の適
合性の要素にインパクトを与えるような要因が
それである｡適合性を増すような(Sとnを最
大に, tを最小にするような)機能は集団中で
の頻度が増すであろうし,この意味でこそ,我々
がある機能に関しての変異体が多かれ少なかれ
適応しているということができる｡この適応論
者のプログラムがどれだけ流布するかには疑問
がある｡この定義からみれば,そもそも過去に
広がった形質だけが現在の集団の中に示されて
いるわけだから｡とはいえ,適応論者にとって
の挑戦は確かに,なぜある形質についてのある
変異体(S, n, tに関しての)が特定の生態環境
(5)
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において他者より勝っているかを兄いだすこと
にある(Dawkins, 1982)｡これは生理的形質
についての直接的評価ともっと本質的な評価を
結びっけることを意味しているが,それは必ず
しも自明のことでも,簡単なことでもないので
ある｡
さらに,上に述べたバングロシアの民に落ち
込まないよう気をつけなければならない｡全て
の個性が完全に適応しているわけではない｡な
ぜなら,進化は環境変化に遅れて進むであろう
し,進化的変化もさまざまな程度に束縛される
であろうから｡あるいはさらに,ある特別な形
質は全く適応などではなく,単に他の形質が適
応したことに伴う副作用であるかもしれない｡ -
そして,このような可能性を峻別することが適
応論者達の負うべき責任の一端ではあろう｡
適応説の問題点としての不完全性については
すでに多くの人たちによって論じられている
(例えば, Could & Lewontin, 1979)｡それに,
完全な適応というのも問題に満ちている｡なぜ
なら,それを考えると今度は意匠論(Argu-
mentfromDesign)を論駁できなくなるから
である｡デザイナーの仕事と異なり,自然淘汰
による進化は必ずしも完全になるとは限らない!
最後に,機能的形質は遺伝子によって特定さ
れていることも推定されている｡集団の中に広
まるのは遺伝子であるが,その広まる程度は遺
伝子がどのように発現し,それが結果的にその
遺伝子の担い手のS, n, tにどう影響するかに
存在している｡実際問題として,淘汰の単位と
考えられるものが遺伝子,あるいはそれらが特
定する形質なのか,それともそれらを担う生物
体なのかは,しばしば研究者の展望に依存して
いる｡しかし原則的には,淘汰の単位として正
しく把握されるものは,ある世代から次の世代
へ伝えられるものであり,このことがとりもな
おさず遺伝子に,その最も広い意味で(Daw-
kins, 1976),関心の単位として,一機能生態
学への含みをもつ何かとして(後述)一注意を
向けさせるのである｡
(6)
比較法,あるいはア･ボステリオリな
く帰納法的)アプローチ
『灰色は全ての理論,緑は生命の育つ木』
(ゲーテ) <訳者註:色彩論>は機能に興味を
抱く多くの生態学徒のモットーであろう
(woolhouse, 1981)｡この言わんとするところ
は,生理学的過程を詞べたり記録することが,
概念を抽出したり不可避的にこれらの過程を過
度に単純化したモデルを組み立てたりするより
ずっと興味を持たれるということであろう｡し
かし,普通このアプローチの裏には,なぜ,あ
る特定の生理学的形質が,ある生物をそれが存　､ノ
在する生態環境に適合させるのかという問いが
潜んでいる｡たとえある研究が特定の一種の生
物の一つの生理学的過程を強調していようとも,
生態学的アプローチは必然的に諸過程を環境に
適応したものと考えているのであり,従って,
意識しようとしまいと,生態学的アプローチと
は,それら諸過程と,異なる環境下で同じ形質,
あるいは,同一環境下で異なる形質が成立する
可能性との関係についての価値判断を行うもの
であると論ずることもまた可能である｡でもそ
のためには,ある形質と,それがS, n, tに与
えるインパクトとの間にたとえ明白でなくても,
暗黙の結合を必要とする｡
これに関する最も強力なアプローチは比較法
である｡例えば,異なる環境下で非常に近縁の
種での形質の多様性を比較する〔例えば海洋生
態学者がよくおこなっている横層化(zonation)
の研究など〕 ,あるいは類似した生態環境内で,
関連する生物における形質の多様性を比較する
といったアプローチである｡グライムの植生戦
一略の分類はこの後者のアプローチ.に根ざしてい
る(例えばGrime, 1979)0 -S, n, tに重要
でかつ異なった影響を与えると判断される環境
要因が,異なった淘汰圧をあたえる生息地の定
義に用いられ,その中で,分類群を横切って収
束するように見える戦略(-揃の形質)が同定
されるのである｡　　(以下次号につづく)
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fnteraction between nuclear and chloro-
plast DNA. Dr. N. S. Scott(Division of
Horticulture, CSIRO. Australia) 4月14日
講演では,植物の細胞分裂と葉緑体の分裂と
の関係及びそれに伴う　DNAの複製について,
演者のデータ-を基にして詳しく説明がなされ
た｡さらに,最近の研究の動向,葉緑体の起源
･一　についても言及された｡ (亀谷)
ミトコンドリアの生合成　竹田　真敏氏
(山形大学･医学部) 5月25日
遺伝子操作技術の進歩によって,複雑な細胞
の諸現象も分子レベルで解明されっっある｡本
清涼では,ミトコンドリアの形成過程,特に,
タンパク質がどのように膜を通過し,あるいは,
膜に組み込まれていく機構について,演者らの
最先端の研究が紹介された｡ (亀谷)
Com)idal behaviours of microroganism.
Prof. Brian Vincent (Bristol Univ. Eng-
land) 6月11日
.ー　　教授はコロイド分散系の安定性に関する理論
で知られる一方,種々のコロイド粒子にポリマー
を吸着させ,そのコロイド的挙動,吸着ポリマー
のconformationに関し多くの研究実績を残し
ている｡最近,ポリスチレン粒子に微生物から
単離したポリマーを吸着させたモデル微生物に
関するプロジェクトを推進しており,微生物の
コロイド的特性,その物理化学的解明の方法論
などについて意見が交わされた｡ (森崎)
BacteriaJ adhesion at soHd surface.
Prof. Willem Norde (Wageningen Agricul-
tural Univ. Netherland) 6月18日
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土壌から単離した微生物の固体表面への吸着
現象に関し, long rangeの疎水性相互作用を
組み入れたDLVO理論の適用をテーマに講演が
なされた｡この中でいわゆる2次のエネルギー
極小における微生物の可逆的吸着に重点が置か
れた｡
講演後の議論では次の諸点が焦点になった｡
①微生物表面を平滑･均一なものと仮定する教
授のアプローチが実際の微生物'(不均一な表面
組織･構造また細胞外ポリマーなどの付属器官
を持つ)を取り扱う系にどれだけ適用できるか｡
②微生物吸着を取り扱うもう1つの理論体系で
ある吸着の自由エネルギー変化を基盤とする熱
力学的取り扱いは,はたして全ての相互作用を
組み入れたものかどうか,静電的相互作用をい
かにこの理論休系に組み入れるか｡ ③long
rangeの疎水性相互作用のメカニズムと水の構
造変化との関連｡ (森崎)
Adhesion of microorganisms to a
so一id 〟 prof. Rouxhet (Louvain Catholic
Univ. Belgium) 6月20日
講演は2つの部分から構成された｡
前半の部分では,微生物細胞表面の物理化学
的性質を扱った｡ Xray photoelectron spectr
oscopyを利用した細胞表面の電荷グループの
決定,電気泳動法による表面電荷の定量,接触
角等による細胞表面の疎水性の測定という3種
の情報を綜合的に分析する試みが紹介された｡
後半の部分では,表面への吸着の諸因子につ
いての解明がなされた｡とくに,固体表面の電
荷の重要性,吸着の熱力学的取り扱いの問題点,
細胞間相互作用の影響,栄養諸物質の問題など,
注目すべき課題提起が行われた｡ (服部)
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第1回平板法研究会
微生物生態の研究にとって,平板法はきわめ
て貴重な研究手段であります｡最近いくつかの
研究を通じて,平板法の現状を大きく改善する
可能性が生まれてきています｡この機会に下記
のような研究集会をもって,この問題に関する
経験や意見を交換し,平板法の飛躍的発展を試
みたいと考えます｡ご関心のある方のご参加を
希望します｡
記
1.日時: 7月22日(金) 10:00-17:00
2.場所:遺伝生態研究センター
3.検討内容:
(1)コロニー形成についての基礎理論
(2)平板法の技術的諸問題
-おねがい一
〇研究センター通信は.本研究センターの活動
状況の他に, '遺伝生態という新しい研究分野
をめぐる各地の研究者のアイディア,評論を
はじめ,研究上のトピックス,書評,関連学
会ニュースなど多様な内容で充実させ,年数
E]発行させていただきたいと願っております｡
各位の積極的なご投稿を心からお願い致しま
す｡
○今回配布させていただいた方々の他にも,ど
希望の方には本通信をできうる限りお届けさ
せていただきますので,ご連絡下さい｡なお,
連絡は本研究センター共同利用掛までお願い
致します｡
(8)
4.参加申し込み
当研究センター服部勉まで
低栄養微生物研究会
1.日時: 9月9日(金) 13:00-17:00
10月(土) 9:00-12:00
2.場所:遺伝生態研究センター
3.話題:
(1)低栄養条件下で特異的に活動する微
生物
(2)飢餓条件下の微生物の生理
(3)低栄養条件下の微生物と界面の問題
4.参加申し込み
8月31日までに,当研究センター　服部
勉宛ハガキでお願いします｡
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